

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































時　　　代 主　災　害 従　災　害 災　害　の　事　例
」　　　」　　皿　1
，
古　　　　代 疫　　　　病 干　　　害 奈良，平安前期の疫病．治承4年の干害
1…　　　　　　　　　■■■　　　■　■　■　　　　　1」
中　　　　世 干　　　害 き　　き　ん 応永27年の干害
■
■’　　　　　■ ■■■■L■■■■」一■■川1
近　　　　世 き　　き　　ん 高潮，洪水，火災 天明，天保，慶応のききん
■




昭和30年以降 都市災害 農村災害 交通事故，公害，諌早水害，新潟地震
　上表に示すとおり，歴史における時代区分と主災害変遷とがよく対応しており，従災害もあ
る程度対応している．このような対応関係を示すのは，国土の開発の進展や，土地利用形態
が，各種の災害の頻度，規模，構造を規定し，他方において開発等が歴史上の各時代の反映で
もあるからである、ごく大局的にいって国土の開発の進展状況と自然条件とが不調和になった
とき災害が発生するものであり，開発速度が急激であればあるほど災害を誘発しやすい・この
場合，国土の開発状況を示す指標は，いかなる生産施設（田，畑や住宅）がどの地域に分布し
ているかということであり，自然条件の指標は，気象，地形，地質であることはいうまでもな
い．防災的見地に立つならば，自然と調和した開発をすべきであるという考えがでてくるかも
知れない、しかし，この考えは，非現実的であり，何年かに一回は白然と開発の不調和があり
災害を惹起するのは止むを得ないと考えるのが現実的であり，過去の幾多の災害事例がそのこ
とを示している、何年かに一回の災害，その何年かを少しでも長期間にわたるよう努力するの
は当然であるが，投資効果を越えた防災対策はあり得ないし，災害を絶対的に無くすことは不
可能に近い．したがって，災害の時代区分にあたっては開発速度や土地利用状況の把握が基礎
となるのである．
　この研究では，従来認められている土地利用変遷過程を基礎として，災害問題をも考慮し
て，わが国の土地利用の発展過程を次の4段階に大別することができると考えている。
　　第1期開発段階一選択的土地利用時代
　　第2期開発段階　　沖積平野開田時代
　　第3期開発段階一近代的治山・治水時代
　　第4期開発段階一近代的集約土地利用時代
　第1期の選択的土地利用時代とは古代・中世における代表的な土地利用形態をもつ時代であ
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って，山麓地帯，地すべり地帯としての急傾斜地帯，谷地，支派川の一部，河川の氾濫しない
平野の一部などに田，畑が開かれていたのであって，洪水氾濫，高潮等の類の災害はほとんど
みられない．水岡の用水源は，天水，湧水にはじまり，奈良時代頃から溜池にも依存するよう
になり，平安時代頃から支派川に簡単な取入口を設け導水も行なうようになった・このようた
土地利用形態は，現在でも各地に農業的後進地域に於て残存しているが，そのような地域で現
在起こっている災害は，干天時の干害が主で，河川の氾濫災害はほとんどみられない．現在で
のこの傾向は，過去においても同じであったと考えるのが技術的に白然である。近畿地方のよ
うな先進地域では，このような土地利用，そこからもたらされる災害の型が奈良時代には確立
し，その後荘園が全国的に展開した場合も，この型が続いていったものと思われる．中世で
は，古代に創られた土地利用・災害の型が，相似た自然条件を持った地域を選んでほぼ平面的
に全国的に普及していったのである．このような分析結果からすれば，災害の時代区分を行
なう場合，古代，中世を一まとめにして，干害を主要な災害とするのが妥当なように思われ
る・また，干害が数年連続すれぱ全国的にききんとなり疫病も流行し，多数の人が死亡すると
いう災害もときどき起こっているので，ききん・疫病を従属的な災害とみなし得るであろう．
さらに従属的な災害として古代都市の火災風害，震災や，やや強引に氾濫地域を開いたところ
での水害が考えられよう．このような推定は，古文書等にみられる災害記録や，現在の災害科
学の水準で過去の土地利用形態下の災害発生機構を復元してみると，大きな間違いはないもの
のようである．古代中世の災害機構を一まとめにするのに，それなりの根拠があるにもかかわ
らず表4に示すように古代と中世を区別したのは，選択的土地利用の進展の初期にあってはよ
り優れた立地条件（主に水利に恵まれた）の備わった場所を選ぶ自由度が高く，また，労働力
が少ないため耕地の増反に限界があり，この抑制作用が干害の増大を防いでいたとして，干害
が決定的な災害となり難かったと考えたからである．もちろん，この考えの正当性については
今後の研究にまたねばならない点が多い．古記録や疫学的考察によれば，古代における疫病流
行（ききんと並行していることが多い．）によって多数の人命が失われており，災害としては
千害よりもより大きい影響があったようにみられるので，古代における主要な災害を疫病とし
た・中世においては，全国いたるところに上記したようた耕地が開かれたので（といっても酉
南目本が主である・）干害が主要な災害とみてよいと思う．
　第2期の沖積平野開田時代は，河川堤防にみられるような治水土木技術の進歩と相まって沖
積平野のなかでも大河川下流域の氾濫原や三角洲地帯，沼地等が精力的に開田された時代で，
近世に全国的にみられるものである．江戸中期以降の新田開発が，当時代の代表的な開発形態
であり，土地利用形態でもある．またこの時代では，耕地の拡張のみならず，近世諾都市が各
地に発展し，それら都市での災害も無視できなくなってくるという特徴がある・近世における
災害の主な種類としては，短かい周期で襲ってくる干害と冷害，大河川の近傍でしばしば起こ
る氾濫災害，海岸底平地にときたま大被害をもたらす高潮災害，それに都市に大被害をもたら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一14一
日本における災害の変遷に関する研究一西川
す火災があげられる．現代においてもそうであるが近世以降の各種災害を評価する場合，防災
技術の進歩によって災害を軽減しようとする努力の意味を抜きにしては考えられない・防災事
業の行なわれているところにこそ，また白然と人間が闘争する場においてこそ深刻な災害が発
生しているといえるからである．高潮や地震津波に対しては，当時の防災技術水準では積極的
に災害を排除するというのではなく，住家をなるべく高台に建てるとか，早めに避難するとか
経験にもとづくごく初歩的な防災対策を採り得たにすぎない．このような災害は，いつかは当
然起こり得ることを予期していたのであって，潰減的な打撃を受けるような場の開発は意識的
に回避したに違いない．そのような場が無理に開発されたとしても数十年あるいは百年あまり
の間に襲ってくるであろう大災害によって当開発地が陶汰され，無人地帯となり災害発生地た
り得なくなるのである．このような見方は，近世における干拓地と，現代科学技術が投入され
ていた伊勢湾台風における干拓地とのそれぞれにおける水害発生機構を比較するならば容易に
理解できるところである．自然界の運動法貝1」に従順であるかぎり災害の被害は少なく・災害が
あってもそれが主要な災害となり得ない、このことから，近世において高潮災害は相当な被害
を記録されているにもかかわらず従属的な災害に位置づけしたい．江戸をはじめとする近世諾
都市は，しばしば大火に見舞われている．焼失軒数や羅災者数は，現在と比較にならないほど
膨大である、しかし，大火といえども，被害の大部分は住家と家財道具で，基本的な生産施設
の被害は軽微であるため，大火後の復興は早く，大火が都市改造の契機となり，より進んだ都
市造りに役立つのが普通である．したがって，一見重要な災害とみえる近世の火災も従属的な
災害に位置づけするのが適当であろう．
　近世における洪水氾濫災害をいかに評価するかは，この災害史時代区分史観の根幹ともなる
ほど重要なところである．近世においては各藩がたんねんに記録した災異誌によっても洪水災
害の頻発したことは否定できない．他方各河川の幾多の治水誌史に示されているとおり堤防の
構築，流路変更，山林の維持など治水に膨大な努力が払われたことも明らかである・しかし，
洪水災害における被害量は，現在の高水工事下にみられる被害ほど，多くはない1近世の水害
吏を詳細にみると，洪水災害の頻度は多いが，被害の内容としては堤防の決潰が主で，人命お
よび家屋の被害が概して少ないことがよくわかる．日ヨ畑の被害面積も必ずしも多くない・死
者などは，同じ水害でも高潮災害の方が圧倒的に多いのである。このような傾向を統計で現わ
すのは今のところ困難であるが，参考までに明治8年から昭和40年までのr人口！人当り水害
被害額および浸水面積1ha当り水害被害額」に関する推移を図2でみてみよう・（前掲書長茂
昭氏のものから引用）この図には，近世は含まれていないが，全国集計でみた場合，明治期で
はまだまだ近世と類似した傾向が継続していたことから，近世における個々の水害被害程度が
相当少たいことを類推できる資料とはなるであろう、（本図における金額も，昭和40年価格
に換算してあるので，各年次の相対的な比較には便利である．）統計資料でなく技術的にみて
も，霞堤や広大な遊水池があって，氾濫区域では耕地，人家は少なく，あっても何年に一回か
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図2　明治8年～昭和40年人口1人当り水害被害額及ぴ浸水面積
　　　1ha当り水害被害額（長茂昭による）
の浸水は承知の上での開発であったから，氾濫による災害といった概念は微弱なものであった
といえる・明治期に平野で農業に従事していた古老の言を聴取してみるに，当時は嵩の低い堤
防と流水の緩衝帯としての竹やぶや林が河川の一般的景観であり，破堤・氾濫に見舞われても
致命傷となるようなことはまれであり，逆に流水客土，施肥効果が被害を相殺することが多
く，氾濫があっても災害意識は現在ほど強くなかったことがわかる．近世においては，河川の
氾濫地域への資産・人口の集中は中世よりは進んだといえまだまだ微弱であり，氾濫に対する
弾力性に富んでいたことから，洪水氾濫災害は頻発はしたが重要な災害といい得るにいたって
いなかったのである．洪水氾濫災害に比べ，干冷害は極めて深刻である．これは当時としては
必然的傾向といえるが水稲生産中心主義の結果である．近世では干・冷害がききんの原因とた
り実に多数の飢死者がでている。当時の技術水準ではときどき襲ってくる干・冷害に対し，決
め手となるような防止対策がなかった．近世の用水事業を調べると，井堰や溜池の新設が多
く一見干害対策を行なっているようにみえる．しかし，井堰・溜地の新設に伴って必ずそれに
似合った面積を持った新田が開かれていることに注意しなければならない．現在（といっても
戦後のことであるが．）　の井堰，ダムの新設，改修にあたっては干ぱつ年の不足用水量を予め
計算し，それを必要水量に盛り込むので耐干ばつ効果は顕著であるが，近世においては平年の
気侯状態で灌概できるぎりぎりの広さまで耕地を拡張したのである・また，近世末において表
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向きの石高と実高に相当の開きができるが，これは隠し田の開発に負うところが多く，隠し田
は谷地や山麓部を開くのが普通で干害を発生しやすい条件のところである．このように水稲生
産向上の努力が，一面では干害を増加せしめたのである．近世の冷害対策では，経験にもとづ
く栽培管理面で相当の技術を認め得るが，冷害の克服は明治以降の近代的，組織的研究にもと
づく品種改良にまたねばならなかった．干冷害は関東を境として全国的に発生し，その広域性
がききんを紹来せしめた．被害量の大きいこと，必然的な災害発生構造，被害域の広範性，そ
れに加えて流通経済の未発達なことなどから，近世における主要な災害はききんであるといっ
てよいと思う．
　第3期の近代的治山・治水時代とは，明治中期の河川法や砂防法の公布された頃から，第2
次大戦後，目本がいわゆる高度経済成長期に入る直前，すなわち昭和30年頃までの期間で，近
代的な土木技術をもって，治山・治水事業を推進したが，一方において大被害を伴う水害が続
発してきた時代である．この時代の災害の特徴としては，高水工事をもって主要河川に延々た
る高堤防が構築されていったこと，その所産として河川の氾濫区域内に耕地や住宅諸施設など
一般資産が逐次集積されていったこと，農業技術の進歩普及によって干害・冷害が相当克服さ
れ近世にくらべて農作物の生産が安定向上したこと，関東大震災や第一室戸台風のときにみら
れたように大都市でのある種の災害の増大である．この時代の最大の特徴は，災害の主役が近
世のききんから洪水氾濫災害にとって変わったことである．被害統計にもこのことが示されて
いる．干害は土地改良事業によって，米の生産地である平野部では相当軽減され，冷害は関東
以北から東北以北へ，さらに北海道のみとその発生地域は次第に狭められていった．河川の氾
濫域においては度重なる河川改修事業によって，より高次の土地利用が進んだ。これは当然の
なりゆきとみなし得るが，わが国の地形地質特性から築堤が天井川化の傾向を促進し，また洪
水の伝播様式が変化するなどのことから，いったん破堤・氾濫したときの被害は急速に増大す
るようになったのである。（図2を参照のこと．）大局的にいえば国土保全事業の進展によっ
て，高度の土地利用が可能となり，そのことのなかにより大きい災害が準備されているとい
う，災害発生構造における重要な側面が，この時代の水害の傾向に明瞭に認められる．災害を
防ごうとする事業等行為の累積が災害を惹起するともいえるわけで，まさに量から質への転換
が行なわオーしるのである．
　近世災害の主役であった干冷害はこの時期では相対的に軽減され，水害が主役にとって代わ
るが，この時期の特徴として今一つ重要たことは，昭和30年頃以降の現在での災害構造の前身
ともみなしうる災害が煎芽的にみられることである．例えば足尾銅山鉱毒事件のような公害，
関東大震災や第一室戸台風にみられた大都市の集中的災害，交通，産業における各種事故の発
生，漸増などがあげられる。これらの災害も，当時代における従属的な災害とみなし得る．し
たがって，同じく従属的な災害といっても，干冷害のように年をおって先細りの傾向にある災
害種と公害などのように今後増大の傾向にある災害種とを区別してみる必要がある．各災害種
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一17一
国立防災科学技術セソター研究報告　第2号　1969年3月
に生成発展，消減の過程があるが生成期における災害種と消減期における災害種とでは，ある
時期に従属的災害として同列に扱かわれていても，その災害の意味に著しい差異を認めなけれ
ばならないのである．
　この時代の災害については，防災科学技術の発達と災害との関係について考察しておく必要
がある．近代科学技術が防災事業に用いられるようになったのは，この時代からはじまったの
であり，防災科学技術の災害軽減に果した役害11を考えてみよう．疫病，火災，冷害，耐震構造
物等の例でみられるように，科学技術によって災害を一方的に軽減せしめ得ている場合が少な
くない。今後，集中豪雨や地震の予知技術，あるいは気象調節技術が進めば，科学技術の防災
に果す役割は一段と高く評価されるであろう．ところで，この時代の水害発生構造の特徴につ
いて先述したように，ある種の災害では，一側面では科学技術の防災効果が顕われながら，他
の側面では型を変えて被害の現われることがある．河川水害や高潮水害のように膨大な投資を
伴う防災工事を必要とする災害種では，この傾向が特に強く現われる．このことは，科学技術
の水準が中途半端なことによることもあるが，本質的には防災施策でよく問題となる投資効率
の考えにみられるとおり，経済基盤の反映によるものであろう。この時代は，科学技術導入に
よる災害の軽減と新しい構造に変質した災害の増加という矛盾が，幾多の貴重な災害経験とし
て現われた時代である．
　第4期の近代的集約土地利用時代とは，昭和30年頃以降近い将来にわたるもので，都市に象
徴されるように平野の一部，特に河川の氾濫区域に人口や資産の集積が行なわれるような土地
利用形態をもつ時代である．参考までに氾濫地域への人口・資産の集積状況を概数で示すと次
のとおりである．氾濫区域の面積は36，500km2で国土総面積の約一割を占める．（わが国は
山地が多いので，適住地は国土の約15％とみられているから，適住地の％は河川の氾濫区域と
いうことになる．）　この氾濫区域内の人口は，昭和35年に3，820万人であったが，昭和40年に
は32％増の5，040万人となり，国民の半数が河川の氾濫区域に住んでいることになる。東海道
のいわゆるメガロポリスでこの人口集中の傾向が特に激しい．次に氾濫区域内の資産の集積状
況をみるに，一般資産と杜会資本を合わせて，昭和35年には約26兆円であったが，昭和40年で
は82％増の約48兆円であるといわれている．昭和35年，40年の国富はそれぞれ65兆円，100兆
円と推計されているので，氾濫区域内資産の国富に対する比率は，40％から50％に増加してい
るのである．このように，人口と資産が，氾濫区域内に急速に，高密度に集中しようとしてい
ることは，わが国の災害の様相を変えずにはすまされない・
　各種災害の時代的変化の項で述べてあるとおり，大部分の災害種において，その発生機構や
被害量が昭和30年代を契機として，大きい転換を示していることを指摘しておきたい．昭和30
年代では水害は大河川から中小河川氾濫，内水氾濫に変わり，冷害・干害は急速に解消され，
雪害の災害意識が高まり，地表変動災害は複雑な形態を示すようになり，公害は単なる産業公
害から都市的公害へと変わりつつある．このように，昭和30年代の災害は，目本災害史上特筆
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すべきもので，昭和30年前後が災害史における革命期であるといって過言ではない・このこと
は単に経済の高度成長期における災害といった理解以上に重要な意義を示すものである・災害
史上特筆すべき現代における主要な災害は，それ以前の時代でのように特定の災害種では理解
し難いほど複雑多岐な様相をおび，都市化が急速に進みつつあるような地域に発生するという
特徴が認められる．このような特徴をもった災害を統一的に理解しようとすれば，それは仮に
都市災害と称する災害（種）であろう。都市災害に含まれる災害現象としては，都市水害，（中
小河川や内水の氾濫）がけくずれ，山くずれの二次的災害，公害，交通事故，都市震災，渇水
なのである．この期の主要な災害を都市災害と理解するならば，従属的な災害を農村災害と称
してよいだろう．農村災害に含まれる災害現象としては異常気象による農作物被害，集中豪雨
や地震時の農地や各種施設の被害，地すべり，山くずれ災害などである。農業地域において発
生する諸々の災害が，都市域において発生する諾々の災害に対して従属的な立場に立つに至っ
たのは，このように比較的最近にな二。てからである．
5．結　　語
　わが国の災害について，幾多の事例，土地利用形態や関発との関係，技術的ならびに経済的
視点からする発生構造等を分析し，災害の変遷過程を史的に考究し，目本における災害史の時
代区分を試みたのがこの小論である・いかなる種類の災害においても変遷の速度に違いはある
が，生成，発展，消滅の運動法貝1』が明らかに認められる．災害にこの法則のある限り，災害の
時代区分を行なうことに価値がある。災害の変遷においても，経済，杜会の変遷と同じく戦後
特に急激である．かつては農村で農業を守ることが防災の中心であったが，今や都市での災害
が中心となっている．現在は，目本災害史上の革命期であるといってよい・この研究は，災害
史時代区分の骨格を概説することに主眼をおいたものである．わが国の特異な自然条件が災害
といかたる関係にあるかは，この研究に連なるものであるが他にゆずる。
　この研究の構成の概要を述べておく．
　1の序論においては，この類の既往の研究が少ないことを配慮して，研究の目的方法を示し
てある．
　2の各種災害事例等の概要においては，この研究に役立つような災害研究年表を作成し，あ
わせて最近の自然災害統計結果を示し，各種災害の規模，各種災害間の対比を量的に試みてあ
る．
　3の各種災害の時代的変化においては，水害，干害，冷害，雪害，地表変動災害およぴ公害
について，災害の発生構造，災害の各時代における意義等を軸として変遷過程を示してある。
　4の災害史の時代区分においては，表4のとおり目表災害史時代区分法の試案を示し，国土
開発の発展段階と災害変遷との関係を考察している．
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